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　本日から河津教育委員が出席しています。
　教育長から河津委員の選任について経過報告と紹介をお願いします。
私から新任の河津　武俊委員の選任についてご報告申し上げます。
先週、26日の市議会定例会におきまして、前圓川委員さんの後任に河津　武俊さんを選任することに市議会のご同意をいただきましたので、本日、この会議が始まる前に、市長から辞令を交付したところでございます。

河津委員さんは、私がご紹介するまでもございませんが、皆様、良くご存知の方でございます。

昭和14年生まれの70歳。昭和50年7月、石井町２丁目に河津内科・呼吸器科を開業され、市の医療の発展にご尽力されている方でございます。
また、日田文学でのご執筆をはじめ、「富貴寺悲愁」や「秋の川」などの作家としても知られております。

学術・文化等に関して見識の高い方でございます。
なお、任期は、本日6月30日から平成23年10月6日まででございます。

それでは、河津委員からご挨拶を頂くところでございますが、ここで、私たちから自己紹介をさせていただきたいと思います。
　
委員長、髙倉・安岡両委員に続き、教育長以下、事務局職員全員で、自己紹介をする。
只今、ご紹介をいただきました河津でございます。
ある方が私を訪ねて来て、実は、石井の裏山に里山公園を作りまして、桜も大分大きくなって、以前、公園にトイレを作っていただけると言う話がありましたので、いよいよ作っていただけると思ってお会いしましたら、ぜんぜん違う話でした。

前の市長さんは、直ぐにでも作ってくださると言っていましたので、それだけは忘れませんでしたので、今回の話にびっくりしたところでありました。
受けるか受けないか考えましたが、自分の生涯を振り返ってみますと教育が無くては、私たちはあり得ないと思っています。
学校教育だけで全てがオールマイティであるとは思っていません。

私は、終戦を迎えたときに小学生でした。そのときは、惨憺たる教育を受けました。教科書は無い。着る物は無い。雨の日には裸足で学校に行くと言うような状態でした。
そんな中で、色々な体験をしました。いじめの現場を見たりしましたが、それは今も無くなっていません。いじめは無いほうが良いというのは当たり前のことです。
そんな事を考えて、受けるかどうしようかと考えていました。

私は、福岡から杖立に引っ越してきましたが、福岡に行く時に、日田を通っていました。

そんな時、非常に綺麗で、川開きで花火が上がるのを観て、それからバスで帰っていたのですが、バスが天瀬やら五馬やらに沢山出るもんですから大変込みあって、朝方４時頃に戻った思い出があります。
その時に寶屋のチャンポンを食べて美味しかった記憶があります。
これは忘れられません。こんな思い出があります。
その後、どこでどう暮らそうかと考えるときに思い浮かんだのが日田でした。それには私が薫陶を受けた、坂本先生の影響が大きいのですが、５年間頑張ってみようと思いまして、あの当時、救急病院と言うものがありませんで、もちろん脳神経外科もありませんでした。
CTも無ければエコーも無い状況で、また毎日当直をするような状態が３年間続いて、家に帰ることもほとんど無いというような状態でした。
まあ、そのおかげで開業できたところもありますが、もう開業できて34年目になります。
その様なことで、今、私がここにあるのは日田市の皆さんのおかげだと思っています。私は、日田の皆さんは本当に素晴らしい方ばかりだと思っています。
あまりお役に立てるかわかりませんが、一生懸命頑張りたいと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。
　心強いご挨拶ありがとうございました。
　それでは、6月の定例教育委員会を進めてまいります。
5月の議事録についての確認をお願いします。
　無ければ、後ほど署名をお願いします。
　それでは教育長の報告をお願いします。

1点ご報告いたします。
新型インフレエンザですが、五馬中の子どもに第1号が発生しまして、色々と対応いたしましたが、最終的には先週の金曜日に市の対策本部と教育委員会、西部保健所の3社で学校の保護者の方と地域の方にこれまでの経過とこれからの内容について説明会を持ちました。
と申しますのは、体の方は健康になったと言うことでありましたが、対象が子ども達だったものですから、金曜日から体が良くなったから学校に行きなさいと言うわけにはいきません。

いろんな噂話であるとか患者になった子どもたちの心のケアをどうするのか、まだいろいろな準備が整う前に学校にやるわけには行きませんので、様々な対応を行なってきました。

最終的に教育委員会への抗議はありませんでしたが、どうして薬を保護者の居ないときに配ったのか、五馬の人はしばらくここに来ないでと言われたりなどありまして、単に薬で押さえ込んでしまえば良いというもとは少し違うところの問題があって、今後、発生するであろう第２波に備えた対応等を取っていかなければならないと思いました。
学校は始まりましたが、この様な課題はありますが、いじめとか噂とか
は今のところ出ていませんが、先のことについては指示をしたところです。

　それと、大雨による被害ですが、今のところ学校施設に被害はありませんでした。

ありがとうございました。それでは議事をお願いします。
議案第60号　旧日田市立月出山小学校建物及び用地の変更について、を　教育総務課お願いします。

　
議案第60号　旧日田市立月出山小学校建物及び用地の変更について　をご説明申し上げます。
旧日田市立月出山小学校建物及び用地を次の様に変更するものでございます。

平成18年４月１日に月出山小学校は、有田小学校へ統合されております。

所管換えを行なうものの内容は、別紙に資料を用意しておりますが、位置図をご覧ください。

建物ですが、①の校舎は教室管理棟で、面積は298㎡です。建築年度は、昭和27年の建設でございます。

②でございます。こちらも校舎で、面積は82㎡で、建築年度は、明治45年でございます。
次に③は、渡り廊下ですが、鉄骨作りで、面積は9㎡でございます。

④は、保健室です。面積は13.25㎡で、昭和63年に建設しています。

そして、⑤は洗い場で、面積は4㎡、昭和10年に建設しています。

最後に、⑥は、講堂です。154㎡で、建築年度は昭和33年です。

それから黄色の線で囲んでいますのが土地になります。
大字東有田5990番地と5591番地で、面積は、3,846㎡と70㎡でございます。
理由でございますが、旧日田市立月出山小学校を多目的交流施設として利用するため、地域振興部地域振興課へ所管換えを行なうものでございます。
ありがとうございました。
議案第60号についてご質問はございませんか。

これは、認められたら7月から行なうのでしょうか。
今、教育委員会が所管する財産ですが、市長部局の地域振興課に移管します。

地域振興部のほうでは、学校の跡地利用ということで月出山地区の多目的交流施設と農産物の加工所を整備する予定でございます。

多目的交流施設ということですが、これは主に月出山地区の方々が利用するのですか。

地域の方や県外の方が交流する施設で、管理は市で行ないます。もう一つは農産物の加工施設で、市の補助金を利用し、地元の人が整備いたします。
他にご質問はありませんか。
ほとんどの管理費用は市が出すということでしょうか。

多目的交流施設は、当分の間、市が管理いたします。

指定管理者で管理するわけではないのですね。

その様なことはありません。

現在、多目的交流施設として何か申し出が出ているのでしょうか。
今のところございません。
この施設については、地域振興部が地元と協議を重ねた結果、市が交流施設を作り、農産物の加工所は地元が市から補助金をいただき、整備することとなっています。
これから他の学校の統廃合が進んで行きますが、地元からこうしたいと申し出があった場合、どのようになりますか。

今回が一つのモデルケースみたいになるのではないかと思います。
他にご質問はありませんか。

無いようですので、この議案は原案の通り決することといたします。

次に議案第61号　日田市社会教育委員の委嘱について。
生涯学習課お願いします。

生涯学習課でございます。４ページ、５ページをご覧ください。
議案第61号　日田市社会教育委員の委嘱についてご説明申し上げます。

本議案は、委員の任期満了により、日田市社会教育委員条例第３条第1項の規定に基づき、各団体からの推薦により、各委員に委嘱するものでございます。

委員の任期は、平成21年４月１日から平成23年３月31日までの２ヵ年でございます。

なお、今回委嘱する13名の委員は、再任５名、新任８名でございます。

表の上段をご覧ください。

学校教育関係から４名、内訳は小中学校の校長会から３名、久大地区県立学校校長会の代表が１名でございます。

次に、社会教育関係から５名で、女性団体連絡協議会の代表１名、連合青年団の代表１名、文化連絡会から２名、体育指導委員代表１名となっています。
次に、家庭教育関係からは、連合育友会の代表が２名となっています。

最後に、学識経験者として、自治会連合会の代表１名、市議会教育福祉委員会から1名となっています。
以上でございます。
ありがとうございます。
この議案に関してご質問はありませんか。
学校教育関係者に久大地区県立学校校長会とありますが、久大地区となりますと、どの範囲までになりますか。
今までは、日田・玖珠となっていました。
今回から、久大地区となりましたので、調べておきます。

今回は、日田の養護学校の校長先生がなっています。
県立学校の中の日田の方がなるのでしょうか。
いいえ。この団体に推薦依頼を出します。
この方たちが、任期中に役職を変わられた場合はどうなるのですか。
毎年３月に異動等で役職が変更になる場合があります。

その場合は、４月に新たに推薦依頼をして、教育委員会で報告いたします。

社会教育委員は、どのようなことをするのでしょうか。
この13名の方々は、それぞれ教育行政について青少年問題に委員会とか成人式などの実行委員会に参加して頂いたり、また、大きな事業では、日田市社会教育振興大会の実行委員として参加していただいています。
この様に、社会教育全般の行事に参加していただいています。

　
他にご質問は、無いでしょうか。
先月、連合育友会の代表が出ていなかったと分とは関係はないのでしょうか。
それとは特に関係ありません。
提案したのは今回が初めてです。

議案第61号は、原案の通り決することといたします。
次は、議案第62号　日田市立淡窓図書館の組織及び管理に関する規則の一部改正についてです。淡窓図書館お願いします。
議案第62号　日田市立淡窓図書館の組織及び管理に関する規則の一部改正についてご説明いたします。
6ページの中ごろをご覧ください。

改正後の第９条で、損害の弁償に、「ただし、教育委員会がやむを得ない理由があると認められる場合は、これを免除することができる。」という文章を加えようとするものです。

理由は、図書館資料等の弁償について、免除の規定を設けるに当たり、所要の改正を行うものです。なお、施行は公布の日からといたします。

ありがとうございました。

この議案について、ご質問はありませんか。
あえてこの様な改正を行わなければならない事象が、何か発生したのでしょうか。

昨年、７月に火災によって本を消失してしまったということがありました。
やむを得ない理由として弁償を免除していましたが、今年３月に監査を受けまして、規則等で明確に定めることが必要ではないかとの指摘を受けたため、今回、規則を改正しようとするものです。

わかりました。
それでは、免除になるその他の基準は、どのようなものがありますか。
自然災害、火災等があります。盗難、遺失などは同じ本を購入して返していただくようにしています。

去年は、どれくらいの件数がありましたか。

20年度で31件ございました。

内訳は、現品で返していただいたのが18件、同一本、つまり、絶版等がありますので同じような本で返していただいたものが２件、そして火災が１件でした。
議案第62号について、他にご質問はありませんか。
それでは、議案第62号は、原案の通り決することといたします。
追加議案がございますので、配付させていただいてよろしいでしょうか。

お願いします。

　（書記が議案を配付。）

議案第63号　日田市教育委員会委員長職務代理者の指定について。

教育総務課お願いします。

本議案は、前圓川委員の後任に、河津委員が選任され、教育委員が定員の５名となりましたので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１２条第４項の規定、並びに日田市教育委員会会議規則第２条の規定により、委員長の職務を代理するものを指定するものです。
任期は、本日６月30日から、次期委員長が選挙されるまでの間です。

本日、日田市教育委員会委員長職務代理者の選定を行ないますが、何かご意見はございませんか。

無ければ、推薦方法はいかがいたしましょうか。

委員長に一任したいと思います。
他にご意見はございませんか。

それでは無いようですので、委員長職務代理者に髙倉委員を推薦したいと思います。
皆様、いかがでしょうか。

（「異議無し。」と声あり。）

ありがとうございます。

それでは、委員長職務代理者を髙倉委員にお願いすることに決定いたします。

髙倉委員ご挨拶をお願いいたします。

委員長の推薦で、委員長職務代理者になりました。

未熟者でありますが、委員長をしっかり補佐していきたいと思います。

どうぞ、よろしくお願いします。

それでは、議案第63号は、髙倉委員に決定いたしました。

続いて、報告事項をお願いします。
３点ございます。

始めに、小中学校における教育環境整備についての懇談会についてです。

小中学校における教育環境整備についての懇談会の日程でございます。

前津江地区の懇談会は、大雨洪水警報が昨日に続き発令されましたことから延期にしました。７月２日の丸山小学校から、天瀬地区、大鶴・夜明地区、上・中津江地区と入っていきますが、地元の保護者の方々に答申の内容を説明して、良く意見を聞いて、今後の教育環境整備についての計画を作っていきたいと思います。
１回だけでは終らないと思います。２回、３回と続け、次に地元自治会への説明に行きたいと考えています。
今の報告について、何か質問はありませんか。

どの様な構成でいっているのですか。

構成と言いますか、メンバーは。

自治会、振興協議会、地域審議会、各地区の保護者の会長会には、教育長、教育次長が説明に行きましたので、今度からは、事務レベルで説明をしようと考えています。
教育総務課、学校教育課で説明に行きます。
４名位ですか。
記録する人間もいれば、指導係や学校管理係もいますし、実務者で行こうと考えています。
暑い中ですが、ご苦労様でございます。
次の報告事項をお願いします。
月隈公園整備事業に伴う予備調査結果について、文化財保護課お願いします。
お手元に資料をお配りしています。
今年度、月隈公園に管理用道路を建設する予定がありますので、予備調査を行ないました。

ご存知のように月隈山は、1601年に築城されたということで、市民のシンボルにもなっています。

また、横穴もあることから、現在は、都市整備課が公園として管理しています。

ここに管理用道路を入れたいという事で、図面に予定の路線を入れています。林工の新しい体育館がある南西の方向から、月隈神社のある月隈山の２番目の平地のあるところまで、2.5ｍの管理車両が入れる道路を作りたいとの計画でございます。
文化財保護課としては、計画に基づいて事前に文化財の確認調査を実施するわけですが、この調査を20年度の予算では、３月２日から、本年度の予算では、５月14日から実施しておりまして、すでに終了し埋め戻す段階になっています。

２ヵ年で、21箇所のトレンチ、いわゆる、調査用の溝ですが、これを入れて調査を行ないました。
調査の目的は、城跡でございますので城跡の遺構があるかどうか、また、横穴が、北側若しくは西側にもあるかを調べました。

調査結果ですが、図面の濃い赤で示しているのが20年度の試掘、ピンクが21年度に調査したところです。

全体的に、全てのトレンチの中で遺構の確認が取れています。

まず、基点側からですが、周りの堀はほとんど埋められていますが、Ｃトレンチでは、当時、堀があった遺構が出ています。

更にＡトレンチでは、整地した跡や城を構築したであろう跡も出ています。
地図にグリーンで示されたところには、土塁の跡も確認されています。

黄色の部分は、曲輪と書かれていますが、平場には、何らかの建物の遺構、さらに平場をつくるために２ｍ程度整地した跡が見られます。

また、上のほうの水色の下には、本丸の跡であろう石垣が確認できています。

この様に、全てのところで城跡の遺構の確認ができたことで、今後、慎重な対応が望まれるところでございます。

地図の後ろの写真に示していますが、石垣の跡や整地した後の整地面。

10CMごとに土を整地しています。

裏ですが、特に注目すべきは、２段目の写真ですが、右側の写真には石垣の角石が見えています。左がそれに繋がる石でございます。
次のページは、月隈上の年表、そして最後は、城の構造と用語について説明しています。

以上でございます。
ありがとうございます。
只今の報告ですが、ご質問はございますか。

この調査によって、どの程度整備されるべきか分かっているのでしょうか。
調査の結果は、壊すべきではないと分かっていますので、あとは道路を作る予算はあげていますので、どの様な対応を取るかが今後の課題となっています。
道路を上まで作りたいという要因は、何なんでしょうか。
地元からの要望があるのでしょうか。
管理用の道路で、以前、火災が起きた時に大変であった、或いは倒木処理等のために作りたいということを長年考えてきたようです。
地元の要望もあったようです。
道路の予定の位置は、どこになるのでしょうか。

道路の形状が示しています。

北西方向からあげていくようになっています。

この様な貴重な資料は、広報などで市民にお伝えするのですか。

いずれ現地での見学会をおこなっていきたいと考えています。

寄附採納報告についての報告をお願いします。
資料に基づき、５月分寄附採納を報告。
寄附採納について質問は、ありませんか。
無ければ、7月の定例会の日程をお願いします。
次回の定例会は、７月30日（木）午後１時30分からお願いしたいと思います。
次回の委員会は、７月30日（木）の午後1時30分からです。

みなさんよろしいでしょうか。

それでは、以上を持ちまして、本日の会議を終了いたします。
本日は、お疲れ様でした。
　　　　　委員会終了時刻　午後３時15分
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